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1 John R. Searle, The Construction of Social Reality, New York: Free Press, 1995.
2 他に、例えば、John R. Searle, Mind, Language and Society, Basic Books, 1998（Chap.5）でも、同様のテーマの議論






本書は、前半（1 ～ 5 章）で社会存在論の一般理論を示し、後半で特定の問題にその理論を適
用するという構成をとる。第 1 章「本書の目的」では、本書の目的と本書で用いられる基本的な
概念装置が示される。そして、前著 “The Construction of Social Reality” との違いは、宣言型の言
語行為に関わる理論の導入にあるとの説明がなされる。また、Appendix「本書の一般理論と The 
Construction of Social Reality の特殊理論との比較」が付されている。以下、第 2 章「志向性」、第
3 章「集団的志向性と機能の割り当て」、第 4 章「生物学的な、そして社会的なものとしての言語」、
第 5 章「制度および制度的事実の一般理論：言語と社会的実在」、第 6 章「自由意思、合理性、







を「20 ドル紙幣」として機能させることはできない。ある紙片が 20 ドル紙幣として機能するのは、
その地位が集団的に認識されているからである。
集団的志向性。地位機能は集団的志向性を拠り所とする。地位機能が働くためには、物や人が
当該地位をもつことについて、集団的な受け入れ acceptance ないし認識 recognition がなければな
らない。集団的な認識の限度で、地位機能は働くのであり、集団的認識によってのみ、紙片は

























































Construction of Social Reality” では、③は、構成的ルールの存在、あるいは地位機能を付加する手



























つくり出すこともできる。典型例は会社で、「X は C において Y と見なされる」という場合の X





































4 John R. Searle, Speech Acts, Cambridge Univ. Press, 1969（坂本百大・土屋俊訳『言語行為』勁草書房、1986）．
5 H.L.A Hart, The Concept of Law, Oxford Univ. Press, 1961（矢崎光圀監訳『法の概念』みすず書房、1976）．
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に、法学など社会科学の特定分野への適用や応用の作業を通じて理論の妥当性を吟味することも
考えられよう。検討の価値はあると思われる。
 （はやせかつあき　哲学哲学史・博士後期課程）
